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第
１
７
回

高
円
寺
び
っ
く
り
大
道
芸

「第17回高円寺びっくり大道芸2025」(高南通り)

高
円
寺
び
っ
く
り
大
道
芸
は
、
２
０
０
９(

平
成
２
１
）
年
に
杉

並
区
の
文
化
活
動
の
拠
点
で
あ
る
劇
場
「
座
・
高
円
寺
」
の
こ
け

ら
落
と
し
に
合
わ
せ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
「
笑
い
と
感
動
と
サ
プ

ラ
イ
ズ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、
毎
年
４
月
の
最

終
土
曜
日
・
日
曜
日
の
２
日
間
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
始
ま

り
に
実
施
。
来
場
者
数
は
２
日
間
で
延
べ
２
０
万
人
ほ
ど
で
、
国

内
外
よ
り
多
く
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
高
円
寺
に
集
結
し
ま
す
。
商

店
街
内
の
特
設
会
場
や
座
・
高
円
寺
劇
場
前
広
場
、
神
社
、
お
寺
、

公
園
な
ど
高
円
寺
の
街
全
体
で
選
り
す
ぐ
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
楽
し
め
る
２
日
間
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
２
０
２
０
年
は
中
止
、
２
０
２
１
年
、
２
０

２
２
年
は
延
期
、
縮
小
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
昨
年
は
４
年

ぶ
り
に
４
月
開
催
、
ま
た
高
円
寺
駅
南
口
の
大
通
り
「
高
南
通

り
」
を
使
用
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年

は
昨
年
に
続
き
、
２
日
間
開
催
と
な
り
参
加
商
店
会
各
会
場
、
各

公
園
、
な
ど
高
円
寺
の
各
会
場
で
５
０
組
７
８
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
見
事
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
初
日

は
強
い
雨
も
降
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
止
み
快
晴
に
。
２
日
目
は

終
日
抜
け
る
よ
う
な
快
晴
と
な
り
ま
し
た
。
各
会
場
に
は
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
、
高
円
寺
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
で
、
今

回
の
大
会
テ
ー
マ
の
「
凌
駕
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今年１７回目を迎えることが出
来た「高円寺びっくり大道芸」
テーマは「凌駕」」

２０２５
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ろう

「和の輪のWA！」 みんなのお家 エルガーハウス

４
月
２
７
日(

日) 

「
和
の
輪
の

Ｗ
Ａ
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
年
前
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
も
今
回
で
７
回
目
と

な
り
ま
し
た
。
氏
子
地
域
に
と
っ

て
も
恒
例
の
も
の
と
な
り
、
今
回

も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ

て
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

第１７回高円寺びっくり大道芸２０２５
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★
か
つ
て
の
こ
う
え
ん
じ
ん
★

～
第
十
五
話
～

見
え
な
い
物
や
出
来
事
を
、
想
象
力
を
駆
使
し

て
見
る
、
と
い
う
点
で
、
過
去
を
知
る
の
と
、
未
来

を
予
測
す
る
の
は
、
似
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
週
末

と
も
な
れ
ば
、
観
光
地
の
よ
う
に
賑
わ
う
エ
ト
ワ
ー

ル
通
り
の
一
帯
が
、
か
つ
て
は
広
大
な
湿
地
帯
だ
っ

た
こ
と
を
想
象
す
る
の
は
、
と
て
も
難
し
い
。
「
地

勢
低
く
、
湿
気
に
富
み
、
か
か
る
中
央
に
は
東
京
電

灯
株
式
会
社
の
最
古
の
特
送
電
線
路
あ
り
て
、
建
築

物
不
可
能
地
・
・
」
と
大
正
１
５
年
に
出
版
さ
れ
た

『
杉
並
町
誌
』
に
書
く
の
は
、
こ
の
湿
地
帯
を
使
用

可
能
な
土
地
に
変
え
た
、
高
円
寺
耕
地
整
理
組
合
の

初
代
理
事
長
鈴
木
堅
次
郎
だ
。
彼
は
こ
の
書
の
な
か

で
「
大
東
京
計
画
と
高
円
寺
耕
地
整
理
」
と
い
う
題

で
一
文
を
認
め
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
高
円
寺
は
西

部
大
都
の
中
核
と
し
て
そ
の
繁
栄
を
ほ
し
い
ま
ま
に

す
る
こ
と
が
出
来
る
と
想
定
し
て
い
る
こ
と
は
痴
人

の
夢
で
は
な
い
」
と
今
日
の
こ
の
街
の
発
展
を
見
事

に
言
い
当
て
て
い
る
。

明
治
２
０
年
に
駒
澤
町
、
現
在
の
三
軒
茶
屋
の
旧

家
に
鈴
木
は
産
ま
れ
た
。
「
家
は
吉
良
氏
の
幕
下
と

し
て
、
徳
川
氏
入
城
以
前
よ
り
土
着
す
る
こ
と
４
０

０
年
」
と
記
録
に
あ
る
。
忠
臣
蔵
で
有
名
な
三
河
吉

良
家
は
、
事
件
後
に
取
り
潰
し
と
な
り
、
明
治
ま
で

続
い
た
世
田
谷
吉
良
家
は
後
継
が
途
絶
え
、
そ
の
家

名
を
鈴
木
が
預
か
る
こ
と
に
な
る
ほ
ど
、
主
家
と
の

関
係
は
深
か
っ
た
。
明
治
大
学
の
商
学
部
を
卒
業
し
、

東
京
市
に
事
務
員
と
し
て
奉
職
。
大
正
１
１
年
に
都

市
計
画
係
長
を
最
後
に
退
職
す
る
。
大
正
１
１
年
の

３
月
に
組
合
を
設
立
し
、
事
業
を
始
め
た
。
こ
の
年

の
９
月
１
日
に
関
東
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
高
円
寺

を
含
む
、
東
京
西
方
に
人
口
が
激
増
し
、
こ
の
事
業

へ
の
追
風
と
な
る
。

「
こ
の
一
帯
の
土
地
は
深
さ
脛
を
没
す
る
深
沢
の

地
に
し
て
草
は
ぼ
う
ぼ
う
と
し
て
道
も
水
路
も
分
け

ら
れ
な
く
」
「
か
か
る
土
地
を
改
造
し
を
溝
渠
を
設

け
、
排
水
の
設
備
を
な
し
、
道
路
を
開
き
、
橋
り
ょ

う
を
架
け
」
と
い
う
土
木
工
事
を
ほ
ど
こ
し
た
。
こ

の
書
籍
が
出
版
さ
れ
た
大
正
１
５
年
に
は
「
と
も
か

く
も
高
円
寺
最
大
の
土
木
事
業
を
完
成
し
」
と
あ
る

が
、
高
円
寺
耕
地
整
理
組
合
の
事
業
が
全
て
終
わ
る

狩
野
俊

の
は
、
昭
和
１
５
年
の
こ
と
。
鈴
木
書
く
と
こ
ろ
の

「
い
か
に
ひ
い
き
眼
に
見
て
も
高
円
寺
第
一
の
不
良

地
域
」
「
建
築
地
不
能
た
ら
し
む
る
も
の
約
１
萬

坪
」
の
土
地
が
、
活
用
で
き
る
土
地
約
１
萬
坪
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
の
だ
。

こ
れ
に
眼
を
付
け
た
様
々
な
山
師
が
、
鈴
木
の
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
を
言
い
募
り
、
あ
げ
く
は
訴
訟
騒
ぎ
と

な
り
問
題
は
長
引
い
た
。
こ
の
組
合
の
事
業
は
「
杉

並
の
ガ
ン
」
と
ま
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
事
実

は
ど
う
だ
っ
た
か
、
今
と
な
っ
て
は
知
り
様
が
な
い

が
、
鈴
木
が
執
筆
し
亡
く
な
っ
た
後
に
出
版
さ
れ
た

『
世
田
谷
城
名
残
常
磐
記
』
の
中
に
東
京
市
会
（
現

在
の
東
京
都
議
会
）
で
の
こ
ん
な
や
り
と
り
が
書
か

れ
て
い
た
。
「
当
時
杉
並
か
ら
出
て
い
た
弁
護
士
の

三
上
英
雄
の
関
係
す
る
高
円
寺
方
面
の
耕
地
整
理
問

題
に
つ
い
て
、
鈴
木
君
が
痛
烈
な
質
問
演
説
を
行
っ

た
の
で
し
た
。
・
・
三
上
君
が
立
っ
て
反
論
し
・
・

二
人
の
応
酬
が
二
度
、
三
度
と
繰
り
返
し
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
鈴
木
君
が
都
市
計
画
や
耕

地
整
理
等
の
問
題
に
つ
い
て
も
極
め
て
博
識
な
知
識

の
所
有
者
と
一
度
に
触
れ
わ
た
り
」
と
あ
り
公
の
場

で
堂
々
と
自
説
を
述
べ
る
鈴
木
の
姿
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
三
上
英
雄
、
の
ち
に
高
円
寺

耕
地
整
理
組
合
の
副
理
事
長
と
な
る
内
田
秀
五
郎
は

と
も
に
立
憲
政
友
会
で
、
一
方
の
鈴
木
は
立
憲
民
正

党
に
所
属
。
組
合
事
業
に
関
す
る
も
め
事
の
長
期
化

は
、
金
銭
問
題
い
が
い
に
、
政
争
と
い
う
側
面
も

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

鈴
木
の
都
市
計
画
に
関
す
る
考
え
は
昭
和
３
年
に
出

さ
れ
た
著
作
『
東
京
府
政
革
新
論
』
に
詳
し
く
書
か

れ
て
い
る
。
当
時
の
東
京
市
は
、
１
５
区
で
構
成
さ

れ
、
そ
こ
に
近
隣
５
郡
を
合
わ
せ
て
現
在
の
２
３
区

と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
と
な
る
。
関
東
大
震
災
後
に
東
京

市
は
復
興
の
た
め
に
市
債
を
次
々
と
発
行
し
１
８
億

円
（
現
在
の
１
兆
７
０
０
０
億
円
）
に
達
っ
し
た
。

市
と
し
て
は
、
震
災
の
被
害
が
比
較
的
軽
く
、
そ
の

影
響
で
人
口
が
増
え
、
農
村
か
ら
都
市
へ
移
行
し
つ

つ
あ
る
近
隣
５
郡
を
合
併
し
、
税
収
を
上
げ
る
と
同

時
に
市
民
一
人
当
た
り
の
負
担
額
を
減
ら
す
、
と
い

う
方
針
で
動
こ
う
と
し
て
い
た
。
鈴
木
は
こ
の
考
え

方
を
批
判
し
「
純
血
処
女
の
如
き
郊
外
町
村
」
に
手

を
付
け
る
な
と
書
き
、
「
郡
部
独
自
の
立
場
に
立
っ

て
、
自
己
の
行
政
を
行
い
、
自
己
の
都
市
計
画
を
た

つ
る
必
要
上
、
大
荏
原
市
（
現
在
の
世
田
谷
区
）
を

設
置
し
、
他
の
郡
部
も
同
様
の
事
に
出
て
し
め
・
・

い
わ
ゆ
る
衛
星
都
市
を
設
置
し
」
と
独
自
の
都
市
政

策
を
披
露
し
、
こ
れ
ら
郡
部
の
開
発
を
優
先
す
る
こ

と
こ
そ
が
、
未
来
の
東
京
に
必
要
だ
と
強
く
訴
え
て

い
る
。
鈴
木
の
言
う
他
の
郡
部
の
ひ
と
つ
、
豊
多
摩

郡
杉
並
町
の
高
円
寺
で
の
事
業
こ
そ
、
こ
の
衛
星
都

市
計
画
、
実
現
の
場
だ
っ
た
の
だ
。
先
の1

文
に
「
耕

地
整
理
設
計
の
概
要
と
理
想
」
と
い
う
章
を
設
け
、

整
地
し
た
あ
と
の
土
地
に
通
す
道
路
の
詳
細
な
計
画

が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
ろ
こ
つ
に
言
え
ば
高
円
寺
に

（
東
京
）
市
が
吐
き
出
す
あ
ら
ゆ
る
階
級
を
引
き
受

け
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
小
都
市
を
構
成
す
る
に
至

る
」
。
事
業
半
ば
で
鈴
木
は
理
事
長
の
職
を
降
ろ
さ

れ
、
彼
が
理
想
と
し
た
土
地
は
未
完
と
な
る
。

「
あ
ら
ゆ
る
階
級
は
」
こ
の
未
完
の
土
地
、
大
雨

の
た
び
に
桃
園
川
の
氾
濫
に
悩
ま
さ
れ
る
、
ゆ
え
に

地
代
の
安
い
こ
の
低
地
に
住
み
、
高
円
寺
で
の
生
活

を
謳
歌
し
た
。
昭
和
初
期
に
書
か
れ
た
台
湾
出
身
の

作
家
翁
鬧
（
お
う
の
う
）
の

小
説
『
東
京
郊
外
浪

人
街‐

高
円
寺
界
隈
』
に
描
か
れ
た
一
説
の
よ
う
に
。

「
思
想
に
も
審
美
に
も
富
む
と
謳
（
う
た
）
わ
れ
る

高
円
寺
・
・
男
女
の
学
生
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
ウ
エ

イ
ト
レ
ス
、
ダ
ン
サ
ー
、
巴
里
（
パ
リ
）
帰
り
ら
し

い
画
家
、
お
か
っ
ぱ
の
文
学
青
年
、
眼
の
変
わ
っ
た

ア
ヴ
ェ
ッ
ク
の
エ
ト
ラ
ン
ゼ
エ
」
昭
和
初
期
に
花
咲

き
、
今
も
続
い
て
い
る
高
円
寺
の
多
様
さ
は
、
こ
の

土
地
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

鈴
木
堅
次
郎
は
、
東
京
府
会
、
東
京
市
会
と
議
員

歴
も
長
く
、
名
士
と
し
て
生
き
、
亡
く
な
っ
た
が
、

今
で
は
地
元
で
さ
え
、
彼
を
知
る
人
は
ほ
と
ん
ど
居

な
い
。
高
円
寺
の
熱
気
を
、
寛
容
さ
を
、
そ
し
て
こ

の
街
を
愛
す
る
人
に
、
彼
の
し
た
こ
と
を
書
い
て
お

き
ま
す
。

三上英雄氏 内田秀五郎氏 鈴木堅次郎氏
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氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ
ビ
ア

デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社
に

届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
素
敵
な

盆
栽
を
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

【氷川神社】
・五月晴れの三つ巴
・鮮やかなこいのぼり

 【気象神社】
・初夏の太陽
・元気な菖蒲
※公式サイトに過去の御朱印を
掲載してますので、ご覧ください。

今
月
の
盆
栽

編
集
後
記

生命の言葉(令和七年五月)

今
月
の
御
朱
印

氷
川
神
社
で
は
各
種
祈
祷
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
気
象
神
社
で
は
晴
天
祈
願
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
祈
願
を
承
っ
て
お
り

ま
す
。(

会
社
、
法
人
、
団
体
様
の
み
が

対
象
と
な
り
ま
す)

今月の花手水

いのち

天
が
自
分
と
い
う
人
間
を
こ
の
世
に
生

ん
だ
の
に
は
、
必
ず
「
用
」
す
な
わ
ち

「
使
命
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
と
て

も
深
い
意
味
を
も
っ
て
い
る

令和７年５月の御朱印

気象神社 例大祭 (気象祭)
日時：令和７年６月１日(日) １４時
場所：気象神社
皆様のご参拝をお待ちしております

気象神社建立81周年

この令和７年は気象神社が旧陸軍気象部の
敷地内に建立されてから８１周年の記念の
年となります。

旧
陸
軍
気
象
部(

現
在
の

杉
並
区
立
馬
橋
公
園)

の

気
象
神
社(

昭
和
１
９
年

４
月
１
０
日)

◆
「
な
り
ゆ
き
街
道
旅
」
に

気
象
神
社
が
登
場
予
定

５
月
１
８
日(

日)

フ
ジ
テ
レ
ビ
「
な
り

ゆ
き
街
道
旅
」(

１
２
時
０
０
分
～
１
４

時
０
０
分)

」
に
気
象
神
社
が
登
場
予
定

で
す
。
お
時
間
が
あ
れ
ば
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※

放
送
予
定
日
や
放
送
内
容
が
変
更
に
な
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す

高円寺北口

昨年の気象祭

ひ
か
わ
２
３
０
号
を
お
送
り
し
ま

し
た
。
高
円
寺
び
っ
く
り
大
道
芸

も
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
大
道
芸
が
終
わ
る
と

あ
っ
と
い
う
間
に
大
型
連
休
、
初

夏
に
入
り
ま
す
。

５
月
は
暑
く
も
寒
く
も
な
く
湿
度

も
低
く
、
安
定
し
た
晴
れ
の
日
が

多
く
、
過
ご
し
や
す
い
日
が
多
く

な
り
ま
す
。
た
だ
局
地
的
に
天
気

が
崩
れ
て
気
象
病
が
起
こ
り
や
す

い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
も

体
調
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
は
い
よ
い
よ
気
象
祭
で

す
。
関
係
者
一
丸
と
な
り
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
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